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理事会セッション 

社会と“対話”するために学会が取り組むことは？ ～学会内外の活動からの視点～ 

How should the AESJ tackle to "dialogue" with society?  

～ Viewpoint from activities inside and outside the AESJ ～ 

（1）情報発信と対話に関する原子力学会の現状と課題 

(1) Current Status and Concerns of the AESJ regarding Information Dissemination and Social Dialogue 
*川村 愼一 / 日立 GEニュークリア・エナジー 

 

1. はじめに 

 原子力と放射線の平和利用に関する学術・技術を進歩させるとともに、その成果の発信と対話を通じて社

会に貢献することは、日本原子力学会（以下、学会）の目的に沿った重要な活動である。学会ではこれまで

も、提言発表、学術刊行物の発行、シンポジウム開催、専門家派遣等を通じてこれに取り組んできた。 

2. ユニバーサルな情報発信とテーラーメイドの発信・対話 

 学会による検討成果とそれに基づく提言の発信は、刊行物、メディア発表、講演会等を通じて行われるも

のが大半である。ユニバーサルな情報提供として、こうした発信は今後も継続されるべきであろう。様々な

人がアクセスできる情報を公共の空間に存在させるという目的において、こうした情報発信には意義がある。 

 ただし、対象を特定しない発信の場合には、情報が役に立っているのかや、どのように使われているのか

を知る機会が限られがちで、ともすると一方的なものになる可能性もあることを認識しておく必要がある。

また、人々のリスク認識において重視される価値には複数の評価軸があり、ユニバーサルな内容での情報提

供がそれにマッチしないことが起こり得ることも、認識する必要がある。 

 一方、こうしたユニバーサルな発信とは異なる取り組みも、学会内では試みられている。学会による東電

福島第一事故の調査報告書は、事故の教訓の一つとして社会との対話の重要性を指摘した。そのこともあり、

近年は情報の受け手を意識して必要とされる発信内容を丁寧に作り、発信とともに対話を図る取り組みが増

えつつある。その一例として若手の会員によるセミナー等の取り組みがあるが、会員以外の方々も毎回多く

集まって活発に議論が行われている。参加者のフィードバックからは、必ずしも研究者目線だけでなく様々

な関心に応えられるテーマの設定、自由な意見交換ができる場の設定、双方向性のある意見交換の魅力が、

多くの人を惹きつけていると考えられる。 

 また、新たな形での情報提供も取り組まれている。若手会員が運営している公認ユーチューブチャンネル

はその一例である。あえて学会「公式」とはせず、主に若い世代に向けて自由な発想でテーマを設定し、企

画・制作が行われている。 

 学会による情報発信の新たな姿として、以前からのユニバーサルな情報提供に加えて、こうしたテーラー

メイドのローカルな取り組みを増やし、原子力と放射線利用を考えるコミュニティを広げていくことが、今

後はさらに求められる。その際に重要なことは、対話が成立する条件を意識し、そのうえで対話の場を作る

（あるいは既存の場に参加する）こと、その場に集まるべき人の関心に沿った情報を用意すること、複数の

価値評価軸を尊重した意見交換することと考える。 

3. 今後の取り組みの方向性について 

 学会の限られたリソースで、テーラーメイドの発信と対話を行うことには限度があり、優先事項を明確に

して取り組む必要がある。様々なステークホルダがあるなかで、少なくとも次世代を担う学生と若手、なら

びに原子力施設の立地地域の方々とのコミュニケーションについては、優先度の高い取り組みが求められる

と考える。本企画セッションでの議論を踏まえて、新たに強化するコミュニケーションのあり方を具体化さ

せることが重要である。 

 

*Shinichi Kawamura, Hitachi-GE Nuclear Energy 


